
公開国際ワークショップ

問い合わせ先：水谷（smizutan@mail.doshisha.ac.jp）

日
時

会
場

登
壇
者

司会・主旨説明 水谷智（同志社大学）
報告者  東栄一郎（ペンシルバニア大学）, 吉田信（福岡女子大学）
  Nadin Heé（Freie Universität Berlin）
  Daniel Hedinger（Ludwig-Maximilians-Universität München）
  水谷智
コメンテーター 西山義暁（共立女子大学）, 役重善洋（大阪経済法科大学）
  松浦正孝（立教大学）, 友寄元樹（同志社大学）
  安岡健一（大阪大学）

プ
ロ
グ
ラ
ム

10：00－10：30 開会の辞＋主旨説明（水谷智）
10：30－11：15 報告①：東栄一郎「日米植民帝国・間における人の流れと熱帯農業技術移動：
   　　　ハワイと台湾のパイナップル産業の例から」

コメント：安岡健一
11：15－12：00 報告②：吉田信「蘭印の台湾籍民
   　　―帝国間を移動する人たちの旅券と国籍をめぐって」

コメント：友寄元樹
12：00－13：00 ランチ休憩
13：00－13：45 報告③：Nadin Heé「間帝国的な視座から見た「海の日本帝国主義」
   　　　　―経済資源と象徴資本としての鰹鮪」

コメント：役重善洋
13：45－14：30 報告④：Daniel Hedinger 「The Abyssinia Crisis in a Transimperial Perspective」

コメント：西山義暁
14：30－14：45 休憩
14：45－15：30 報告⑤：水谷智「インド独立運動家R.B.ボースと植民地朝鮮: 
   　   日本的汎アジア主義と<間-帝国>的な協働／相互補完性の論理」

コメント：松浦正孝
15：30－17：00 全体討論
　　　　　　　　

主催 ： 科研費「間帝国的関係性からみた植民地支配と抵抗―比較・協力・並存・移動の史的構造」（基盤研究B）
共催 ： 同志社大学人文科学研究所部門研究第12班「脱植民地化と植民地主義の現在」
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